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１.当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、政府の経済政策を背景に緩やかな回復基調で推移しました。

一方、個人消費につきましては雇用・所得に改善が見られるものの、その回復は力強さを欠くものであり、先行

きは依然不透明な状況であります。 

そのような中、当社グループにおいては建設不動産事業が増収増益となりましたが、基幹事業であるカー用品事

業、ブライダル事業はともに減収減益の結果となりました。 

なお、セグメント別の状況は下記の通りとなります。 

（カー用品事業）

平成 28 年 9月末にオートバックスビバリー扶桑を、平成 28 年 10 月末にスーパーオートバックス横浜みなとみら

いを、いずれも契約期間満了により閉店致しました。この結果、前年同期と比べ減収減益となりました。 

なお、車両販売につきましては取扱店舗の増設と販売員の増強により、またピットサービスにつきましては車検

等が好調に推移したことにより、増収となりました。また、商品販売につきましても 11 月において関東を中心とし

た降雪により、冬季商品の販売が好調に推移しました。 

（ブライダル事業） 

平成 27 年 3 月に東京都港区に開業しましたアルカンシエル南青山、また平成 28 年 3 月に石川県金沢市に開業し

ましたアルカンシエル金沢は、お客様の認知度の高まりに伴う施行組数の増加で増収が図られました。 

しかし、平成 28 年 9 月に、岐阜県岐阜市のリュクスガーデン岐阜の事業譲渡、およびその他の式場における施行

組数および施行単価の減少、ならびにアルカンシエル金沢の販売管理費の増加で、前年同期と比べ減収減益となり

ました。 

（建設不動産事業） 

高収益物件の積極的な売却と賃貸稼働率の向上、および提案型による収益性の高い建築工事に注力した結果、前

年同期と比べ増収増益となりました。 

（その他の事業） 

前連結会計年度に神奈川県藤沢市にオープンしたコメダ珈琲 1店舗を加え、コメダ珈琲 4店舗が収益に寄与しま

したが、スーパーオートバックス横浜みなとみらいの閉店に伴う賃料収入の減少等により、前年同期と比べ減収減

益となりました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は 25,985 百万円（前年同期比 1.2%減）となり、営業利益につ

きましては 675 百万円（前年同期比 16.0％減）、経常利益につきましては 899 百万円（前年同期比 16.3％減）とな

りました。なお、ブライダル事業におけるリュクスガーデン岐阜の事業譲渡等に伴い 24 百万円の特別利益を、また、

カー用品事業の 2店舗の閉鎖等に伴う特別損失として 118 百万円を計上しております。これにより、親会社株主に

帰属する四半期純利益は、478 百万円（前年同期比 25.5％減）となりました。 

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期会計期間末における総資産は 32,981 百万円となり、前連結会計年度末と比べ 981 百万円増加しまし

た。 

a. 流動資産

流動資産残高は、11,100 百万円（前連結会計年度末比 813 百万円増）となりました。主な増加要因はたな卸資産

の増加（790 百万円増）であります。 
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b.固定資産

固定資産残高は、21,881 百万円（前連結会計年度末比 168 百万円増）となりました。主な増加要因は、建物及び

構築物の減少（699 百万円減）がありましたが、建設不動産事業における差入保証金等の増加（1,077 百万円増）に

よります。 

c.流動負債

流動負債残高は、10,302 百万円（前連結会計年度末比 1,386 百万円増）となりました。主な増加要因は、短期借

入金の増加（1,758 百万円増）であります。 

d.固定負債

固定負債残高は、8,606 百万円（前連結会計年度末比 371 百万円減）となりました。主な減少要因は、長期借入

金等の減少（182 百万円減）であります。 

e.純資産

純資産残高は、14,073 百万円（前連結会計年度末比 33 百万円減）となりました。主な減少要因は、自己株式の

取得と消却による増加（841 百万円増）がありましたが、自己株式の消却に伴う利益剰余金の減少（871 百万円減）

によるものであります。自己資本比率は、42.7%となり前連結会計年度末比 1.4 ポイントの減少となりました。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成 29年 3月期の通期の連結業績予想につきましては、平成 28年 5月 13日の発表から変更しておりませ

ん。 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。なお、法

人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及

び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は、僅

少であります。 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日。以下「回収

可能性適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間から適用しております。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

　(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

　　当社は、平成28年５月13日開催の取締役会決議に基づき、平成28年５月31日付で、自己株式1,900,000株の消却を実施いた

　しました。この結果、当第３四半期連結累計期間において利益剰余金及び自己株式がそれぞれ1,157,695千円減少し、当第３四

　半期連結会計期間末において利益剰余金が11,230,718千円、自己株式336,688千円となっております。

(セグメント情報）

前第３四半期連結累計期間(自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日)

　1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント

カー用品 ブライダル 建設不動産
事業 事業 事業

 売上高
　外部顧客への売上高 16,141,658 8,470,505 1,407,152 26,019,316 284,451 26,303,768 　― 26,303,768

セグメント間の内部
売上高又は振替高

計 16,144,910 8,470,555 1,607,343 26,222,809 1,359,798 27,582,608 △ 1,278,840 26,303,768

セグメント利益 466,400 146,524 133,841 746,766 48,557 795,324 8,576 803,900

（注） １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食事業及び経理・総務代

　　行業務等を含んでおります。

２．セグメント利益調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。

当第３四半期連結累計期間(自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日)

　1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント

カー用品 ブライダル 建設不動産
事業 事業 事業

 売上高
　外部顧客への売上高 16,060,804 7,920,698 1,695,661 25,677,164 308,549 25,985,713 　― 25,985,713

セグメント間の内部
売上高又は振替高

計 16,064,102 7,920,748 1,871,627 25,856,477 1,328,620 27,185,098 △ 1,199,384 25,985,713

セグメント利益 370,820 52,787 200,191 623,800 45,600 669,400 6,092 675,492

（注） １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食事業及び経理・総務代

　　行業務等を含んでおります。

２．セグメント利益調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。

1,199,384 △ 1,199,384 　―

計

3,298 50 175,965 179,313

1,278,840 △ 1,278,840 　―

（単位：千円）

その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

四半期連結
損益計算書
計上額(注)3

1,020,071

3,252 50 200,190 203,493 1,075,347

（単位：千円）

その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

四半期連結
損益計算書
計上額(注)3計
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